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無
量
壽
經
論
序
觀
ー
如
來
藏
思
想
に
よ
る
把
握
ー
藤
堂
恭
俊
無
量
壽
經
論
は
倶
舎
論
、
唯
識
廿
頌
、
卅
頌
、
攝
大
乘
論
釋
等
と
共
に
、
數
多
い
世
親
の
論
著
の
中
の
隨
一
で
あ
り
、
特
に
「
我
一
心
歸
命
」
と
言
ふ
第
一
人
稱
を
以
て
始
る
偈
を
持
つ
こ
と
に
於
て
、
世
親
の
宗
教
的
心
情
が
伺
は
れ
る
か
ら
、
單
な
る
釋
經
論
、
或
は
單
な
る
自
論
を
論
逋
し
た
も
の
と
は
異
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
今
茲
に
題
し
て
「
無
量
壽
經
論
序
觀
」
と
言
ふ
の
は
、
無
量
壽
經
論
を
其
の
能
表
現
者
の
思
想
、
立
場
に
於
て
理
解
、
把
握
す
る
こ
と
の
勝
義
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
・
從
豕
、
無
量
壽
經
論
に
關
す
る
研
究
の
大
孚
が
、
曇
鸞
の
註
を
媒
介
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
處
が
今
言
ふ
如
く
、
斯
論
を
そ
の
著
蓮
者
た
る
世
親
の
思
想
、
立
場
に
於
て
把
握
し
や
う
と
す
る
時
、
從
豕
の
方
法
に
封
し
根
本
的
な
轉
換
が
方
法
論
の
課
題
と
し
て
、
吾
汝
に
反
省
を
逍
っ
て
く
る
っ
然
ら
ば
何
故
に
曇
鸞
の
註
を
媒
介
と
す
る
方
法
に
對
し
、
.轉
換
が
要
請
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
言
ふ
迄
も
な
く
曇
鸞
は
、
羅
什
の
譯
出
に
か
エ
る
中
觀
派
系
統
に
屬
す
る
諸
經
論
に
よ
つ
て
導
か
れ
た
長
安
の
佛
歡
と
、
曇
無
讖
の
譯
出
に
よ
る
涅
槃
經
、
大
集
經
等
に
導
か
れ
た
北
凉
の
佛
教
と
を
自
ら
の
教
學
的
背
景
と
し
つ
N
、
四
論
佛
性
を
學
習
し
た
人
で
あ
り
、
菩
提
流
支
、
勒
那
摩
提
、
佛
陀
扇
多
に
よ
る
唯
識
、
如
來
藏
に
關
す
る
經
論
が
、
北
魏
の
首
都
、
洛
陽
に
於
て
漢
譯
せ
ら
れ
る
頃
は
、
既
に
習
學
の
時
期
を
過
曽
た
、
言
は
便
生
涯
の
後
牛
期
に
屬
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
'し
曇
鸞
は
新
七
く
漢
譯
せ
ら
れ
つ
墨
あ
る
其
等
の
經
論
に
對
無
量
壽
經
論
'序
説
'二
三
二
四
し
、
關
心
を
寄
せ
た
事
實
を
二
、
三
指
摘
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
唯
識
、
如
來
藏
の
思
想
に
關
す
る
正
確
な
理
解
、
認
識
が
爲
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
も
指
摘
し
得
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
曇
鸞
は
無
量
壽
經
論
が
著
は
さ
れ
た
教
學
的
立
場
、
思
想
と
は
異
る
龍
樹
の
中
觀
痊
の
思
想
、
立
場
ー
ー
龍
樹
の
室
思
想
を
母
胎
と
し
、
更
に
そ
れ
に
徹
す
る
こ
と
に
依
つ
て
産
み
出
さ
れ
た
世
親
の
思
想
も
を
、
龍
樹
の
室
思
想
に
於
て
理
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
無
量
壽
經
論
を
そ
の
能
表
現
者
の
立
場
、
思
想
に
於
て
理
解
し
や
う
と
す
る
時
、
方
法
論
的
な
轉
換
が
當
然
望
ま
れ
る
こ
と
玉
な
る
。
此
の
こ
と
は
曇
鸞
に
そ
の
責
を
荷
負
し
め
た
ザ
、
註
の
價
値
を
無
靦
せ
ん
と
す
る
の
で
は
な
い
。
た
艾
中
華
の
譯
經
論
史
の
、
言
は
讐
歴
史
的
限
定
、
制
約
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
避
け
得
ら
れ
な
か
つ
だ
處
の
も
の
に
過
曽
な
い
。
而
し
て
無
量
壽
經
論
を
そ
の
能
表
現
者
た
る
世
親
の
歡
學
的
立
場
、
思
想
に
於
て
杷
握
し
や
う
と
す
る
意
圖
は
、
近
時
漸
く
見
受
け
む
れ
る
處
で
、
我
が
淨
土
宗
の
學
界
に
の
み
限
つ
て
も
、
先
に
戯
恩
師
望
月
信
亨
先
生
の
、
無
量
壽
經
論
の
三
種
廿
九
句
の
淨
土
相
を
攝
大
乘
論
井
に
其
の
世
親
釋
に
読
れ
る
十
八
圓
淨
と
の
關
聯
に
於
て
杷
握
せ
ら
れ
た
勞
作
、
之
に
績
く
勸
學
林
彦
明
師
の
奢
摩
他
、
毘
婆
舍
那
に
關
す
る
瑜
伽
行
派
的
理
解
を
通
し
て
、
曇
鸞
の
註
が
世
親
的
理
解
を
欠
ぐ
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
た
論
文
、
更
に
望
月
先
生
は
無
量
壽
經
論
を
歉
行
境
果
と
言
ふ
瑜
伽
の
四
義
に
於
て
理
解
せ
ん
と
せ
ら
れ
た
如
き
は
、
世
親
の
歡
學
的
背
景
で
あ
る
瑜
伽
行
派
の
思
想
に
於
て
、
斯
論
を
把
握
し
や
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
樣
な
先
達
學
匠
の
意
圖
を
繼
承
し
、
其
の
行
跡
に
導
か
れ
つ
玉
拙
い
私
の
研
究
は
ス
タ
ー
ト
し
て
ゐ
る
。
世
親
の
思
想
に
於
て
無
量
壽
經
論
を
把
握
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
言
ふ
處
の
世
親
の
思
想
、
特
に
獨
自
な
、
根
本
思
想
と
は
何
を
指
し
て
言
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。
甚
だ
廣
範
圍
に
亘
り
、
且
つ
深
奥
な
問
題
と
し
て
簡
單
に
扱
ふ
こ
と
は
避
ら
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
先
達
學
匠
の
指
摘
を
指
南
と
す
る
な
ら
ば
、
「
大
思
想
家
世
親
の
歡
學
に
於
て
、
其
の
如
來
藏
論
は
頼
耶
縁
起
読
以
上
の
立
場
に
於
て
あ
る
」
r
.i
木
村
泰
賢
氏
r
r
も
の
と
さ
れ
、
如
來
藏
読
を
以
て
「
そ
の
學
読
中
究
竟
的
で
あ
り
、
他
を
統
括
す
る
も
の
」
r
f
宇
井
伯
壽
氏
f
r
と
言
臨
れ
て
ゐ
る
點
よ
り
・
如
來
藏
論
が
世
親
の
思
想
中
、
最
も
根
本
的
な
ド
の
と
せ
ら
れ
る
。
帥
ち
佛
性
淪
卷
第
一
縁
起
品
に
は
、
「
佛
性
者
即
是
人
法
二
筌
所
顯
眞
如
」
。と
定
義
せ
ら
れ
、
更
に
卷
第
二
顯
体
分
、
三
性
品
に
於
て
、
.佛
性
が
三
無
性
、
三
自
性
を
攝
し
審
す
こ
と
を
誂
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
如
來
藏
が
三
性
三
無
性
を
読
く
唯
識
觀
に
よ
つ
て
達
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
亦
卷
第
四
辨
相
分
無
變
異
相
品
に
於
て
、
心
識
の
方
面
よ
り
能
所
倶
泯
を
論
き
、
高
次
の
主
体
と
し
て
の
法
身
を
顯
は
し
て
ゐ
る
の
は
ダ
皆
、
如
來
藏
読
を
以
て
頼
耶
縁
起
論
以
上
の
立
場
に
於
け
る
も
の
な
る
こ
と
を
證
す
る
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
吾
々
は
、
憧
親
の
數
多
い
勞
作
の
中
か
ら
、
明
瞭
に
如
來
藏
論
を
説
く
も
の
と
し
て
、
佛
性
論
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
而
し
て
佛
性
論
の
申
に
於
て
、
如
來
藏
の
概
念
を
把
握
す
る
に
は
、
卷
第
二
如
來
藏
品
に
論
ぜ
ら
れ
る
如
來
藏
の
三
義
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
如
來
藏
の
三
義
は
、
勝
鬘
經
等
に
於
て
読
れ
る
如
來
藏
義
を
、
そ
の
先
驅
思
想
と
し
て
持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
關
す
る
限
り
、
如
來
藏
晶
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
る
思
想
を
、
直
ち
に
世
親
の
獨
自
な
る
思
想
と
し
て
受
取
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。
然
し
そ
こ
に
は
發
展
の
Y
跡
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
且
つ
亦
、
世
属
の
學
読
中
究
竟
的
な
も
の
と
せ
ら
れ
る
如
來
藏
の
概
念
を
把
握
す
る
に
は
、
こ
の
如
來
藏
品
に
於
け
る
三
義
を
外
に
し
て
得
ら
れ
な
い
點
、
私
は
こ
の
如
來
藏
品
所
読
の
三
義
を
土
臺
と
し
、
そ
れ
に
關
す
る
私
の
拙
い
理
解
を
通
し
て
、
無
量
壽
經
論
を
把
握
、
理
解
し
や
う
と
思
ふ
。
一
。
如
來
藏
思
想
に
關
す
る
世
親
の
見
解
は
、
そ
の
著
佛
性
論
如
'來
藏
品
に
於
て
、
所
攝
藏
、
隱
覆
藏
」
能
攝
藏
の
三
義
を
以
て
論
述
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
「
一
所
攝
名
レ藏
者
佛
論
下
約
二
佳
自
性
如
如
二
切
衆
生
是
如
來
藏
上
。
r
中
畧
.i
二
隱
覆
爲
・
藏
者
如
來
自
隱
'
不
・
現
故
名
爲
・藏
。
ー
中
畧
1
三
能
攝
爲
・藏
者
謂
下
果
地
一
切
過
二
恒
沙
數
暢功
徳
上
住
二
如
來
應
得
性
一時
攝
・
之
E
蠱
故
。
」
°
と
言
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
の
中
、
第
一
所
攝
藏
に
於
け
る
藏
の
意
味
は
、
「
所
・
言
藏
者
悦
切
衆
生
悉
在
二
如
來
智
内
一故
名
爲
レ藏
、
掛
如
如
智
稱
二如
袈
蔽
一
黎
生
決
無
・事
出
=如
輩
者
・
驀
三
絮
斎
　髴
廠
名
・所
藏
鑿
蠢
絮
藏
」
と
皆臼は
・
無
掻
壽
經
論
惇
詭
二
五
三
八
れ
て
ゐ
る
點
π
よ
る
と
、
如
來
帥
藏
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
。
帥
ち
現
實
流
轉
の
衆
生
が
眞
實
如
來
性
に
於
て
悉
く
攝
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、能
攝
と
し
て
の
如
來
に
於
て
其
の
主
休
性
が
把
握
せ
ら
れ
る
。
從
つ
て
所
攝
と
し
て
の
衆
生
は
、能
攝
と
し
て
の
如
來
に
樹
し
内
屬
的
喬
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
厂斯
樣
な
藏
の
意
味
に
於
て
把
握
せ
ら
れ
る
如
來
の
在
り
方
は
、
盧
妄
と
し
て
の
衆
生
に
對
し
て
非
蓮
綾
的
な
彼
岸
に
於
て
把
握
せ
ら
れ
、
而
竜
そ
れ
が
す
べ
て
の
對
立
を
包
攝
す
る
意
味
に
於
て
室
間
的
な
面
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
世
親
は
こ
の
如
來
帥
藏
に
關
す
る
論
蓮
に
於
て
、
前
述
の
引
用
文
の
如
く
、
最
初
に
こ
れ
を
如
如
ー
無
爲
眞
如
な
る
理
と
規
定
し
乍
ら
も
、
績
く
第
二
回
目
の
論
述
に
於
て
、
こ
れ
を
、
如
來
の
智
に
置
き
換
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
「
人
法
二
室
所
顯
眞
如
」
と
も
言
は
れ
る
如
く
如
如
な
る
理
は
そ
れ
自
身
に
於
て
顯
現
す
る
も
の
で
な
く
、
根
本
無
分
別
智
に
於
て
自
ら
を
顯
現
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
た
と
へ
理
と
智
と
が
區
別
し
て
論
邇
せ
ら
れ
て
ゐ
て
も
、
兩
者
は
ど
こ
迄
も
不
ご
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
根
本
無
分
別
智
は
そ
の
根
柢
に
有
爲
の
願
行
を
豫
想
す
ち
も
の
で
あ
り
、
そ
の
因
位
に
於
け
る
利
他
度
生
の
別
願
は
、
ζ
の
根
本
無
別
智
に
裏
付
ら
れ
、
後
得
清
ゆ
淨
世
間
智
と
し
て
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
佛
性
論
ー
如
來
藏
晶
に
績
く
自
体
相
品
の
中
に
於
て
、
如
來
性
の
特
相
と
し
て
大
悲
を
擧
げ
、
「
般
若
有
レ
ニ
、
一
無
分
別
眞
智
、
二
有
分
別
俗
智
、
今
取
二
有
分
別
智
一爲
二
大
悲
体
一、
以
下
大
悲
縁
二
衆
生
醐起
上
故
」
と
言
ふ
の
は
、
後
得
清
淨
世
聞
智
ー
般
若
の
有
分
別
俗
智
が
衆
生
救
済
の
大
悲
な
る
功
用
の
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
大
悲
者
能
扱
能
救
是
其
体
相
如
二
衆
生
意
一令
レ
侭
二
圓
満
図故
」
と
言
ふ
無
變
異
相
品
に
於
け
る
應
身
に
關
す
る
論
蓮
と
の
關
聯
に
於
て
、
把
握
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
理
解
せ
ら
れ
る
。
斯
樣
に
理
解
を
進
め
る
こ
と
に
於
て
、
所
攝
藏
に
於
け
る
藏
の
意
味
は
、
單
に
如
來
が
一
切
の
衆
生
を
統
攝
す
る
と
言
ふ
抽
象
的
概
念
か
ら
如
來
の
大
慈
悲
が
一
切
衆
生
を
攝
取
す
る
と
言
ふ
具
休
的
實
踐
に
轉
換
し
て
く
る
。
從
つ
て
現
實
流
轉
の
衆
生
に
蜀
し
て
非
連
績
的
な
彼
岸
に
把
握
せ
ら
れ
た
如
來
は
、
更
に
進
ん
で
彼
此
二
岸
の
非
蓮
績
的
な
斷
繦
ー
こ
れ
は
現
實
流
轉
の
衆
生
に
於
て
言
は
れ
る
こ
と
r
を
絶
す
る
處
の
一
切
衆
生
を
悉
く
救
ふ
と
言
ふ
能
動
的
働
き
の
主
体
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
、
亦
如
來
を
室
間
的
な
面
に
於
て
そ
の
包
攝
性
を
把
握
し
た
の
に
對
し
、
救
済
の
主
休
と
し
て
の
如
來
が
化
を
現
す
る
場
ー
淨
土
と
言
ふ
場
的
構
成
に
於
て
、
こ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
か
く
如
來
の
大
慈
悲
な
る
働
き
が
場
的
構
成
に
於
て
顯
現
す
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
淨
機
、
迷
悟
と
し
て
相
反
す
る
兩
者
が
、
如
來
か
ら
衆
生
へ
、
衆
生
か
ら
如
來
へ
と
言
ふ
相
互
に
方
向
を
異
に
す
る
兩
つ
の
實
踐
を
、
結
び
つ
け
る
場
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
所
攝
藏
に
於
け
る
藏
の
意
味
は
、
迷
悟
、
淨
繊
を
結
び
つ
け
る
媒
介
的
な
場
と
し
て
、
そ
れ
に
關
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
こ
に
於
て
所
攝
と
し
て
の
衆
生
は
、
能
攝
と
し
て
の
如
來
に
持
た
わ
る
能
動
的
働
き
に
對
し
て
、
受
動
的
た
る
を
得
な
い
と
共
に
、
能
攝
と
し
て
の
如
來
は
所
攝
の
衆
生
に
よ
り
、
仰
が
れ
る
も
の
と
し
て
眞
實
歸
依
者
と
な
る
。
蕁
い
で
第
三
の
能
攝
藏
に
於
け
る
藏
の
意
味
は
、
如
來
之
胎
と
理
解
せ
ら
れ
る
。
帥
ち
衆
生
は
そ
の
本
有
の
自
性
と
し
て
、
果
位
に
於
て
む
な
顯
現
せ
ら
る
べ
き
一
切
佛
道
の
功
徳
を
、
そ
の
因
位
に
於
て
能
攝
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
如
來
性
を
能
攝
す
る
衆
生
に
於
て
主
体
性
が
把
握
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
如
乗
性
を
衆
生
が
能
攝
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
如
何
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
如
來
性
を
能
攝
す
る
と
言
は
れ
る
現
存
在
と
し
て
の
衆
生
は
、
「
在
二
因
位
一時
爲
レ違
二
ご
室
【故
起
二
無
明
一而
爲
二
煩
惱
一所
レ雜
」
と
言
は
れ
て
ゐ
る
如
く
、
現
實
流
磚
の
衆
生
と
し
て
た
葉
盧
妄
に
於
て
の
み
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
如
來
性
佳
二
道
前
一
時
爲
二
煩
惱
一
隱
覆
衆
生
不
レ
見
」
と
言
は
れ
る
所
以
が
あ
る
。
從
つ
て
如
來
性
は
直
接
的
、
無
媒
介
的
に
か
乂
る
衆
生
に
よ
つ
て
能
攝
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
丶
く
、
虚
妄
を
隔
て
乂
そ
の
背
後
に
、
生
死
依
と
し
て
在
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
點
に
於
て
如
來
性
は
、
盧
妄
と
全
く
無
關
係
に
於
て
あ
る
も
の
と
は
言
へ
な
い
。
斯
樣
な
佳
自
性
如
如
が
如
來
藏
と
言
は
れ
る
ご
と
は
、
如
來
性
の
因
位
ー
應
得
性
を
意
味
し
、
「
如
來
自
隱
不
ル
現
」
状
態
を
言
ふ
の
で
あ
り
、
其
の
本
質
と
し
て
應
得
、
加
行
、
圓
満
の
三
因
佛
性
を
論
き
、
更
に
應
得
因
を
自
佳
性
、
引
出
性
、
至
得
性
の
三
種
性
佛
性
に
細
分
せ
ら
れ
る
所
以
は
、
應
得
と
し
て
の
無
爲
眞
如
の
理
が
、
有
爲
の
願
行
た
る
菩
提
心
、
加
行
に
よ
つ
て
開
顧
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
か
く
生
死
依
と
し
て
現
存
在
た
る
衆
生
の
背
後
に
豫
想
せ
ら
れ
る
如
來
性
は
、
應
に
得
ら
惹
べ
き
も
の
と
し
て
、
衆
生
自
身
に
よ
る
開
顯
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
如
來
之
胎
が
實
踐
を
喚
起
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
現
存
在
と
し
て
の
衆
生
が
如
來
性
を
、
時
間
的
な
斷
絶
を
隔
て
た
背
後
に
於
て
把
握
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
衆
生
の
上
に
發
起
せ
無
量
壽
輕
論
序
説
二
七
二
八
ら
れ
る
厭
機
欣
淨
の
成
立
が
、
佛
性
論
卷
第
二
、
事
能
品
に
於
て
、
如
來
藏
の
事
能
、
業
用
と
せ
ら
れ
る
之
と
は
、
無
蔚
の
法
が
有
爲
法
の
因
と
な
る
こ
と
を
拒
む
相
宗
の
意
趣
と
異
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
し
て
、
永
遠
に
有
爲
、
無
爲
を
鬻
別
せ
し
め
・ず
、
境
智
無
差
別
、
一理
智
不
二
を
以
て
意
趣
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
如
來
性
を
能
攝
す
る
衆
生
は
、
因
よ
り
果
、
凡
夫
よ
り
佛
へ
の
媒
介
的
主
体
と
し
て
意
義
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
媒
介
的
主
体
に
於
て
如
來
が
出
興
ー
如
來
性
の
開
顯
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
か
エ
る
點
に
於
て
、
能
攝
藏
に
於
け
る
藏
の
意
味
が
如
來
之
胎
と
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
如
來
の
開
顯
、
出
興
す
る
場
を
衆
生
に
求
め
た
も
の
と
理
解
せ
ら
れ
る
。
両
し
て
そ
の
場
は
淨
穢
と
し
て
對
立
相
反
す
る
兩
者
の
間
に
在
つ
て
、
兩
者
を
結
ぶ
橋
梁
的
な
も
の
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、
生
死
依
よ
り
究
竟
依
へ
の
轉
依
の
行
は
れ
る
實
踐
の
場
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
'
_
　
私
は
今
、
所
攝
藏
に
於
け
る
藏
の
意
味
を
媒
介
と
し
、
そ
の
性
格
を
向
下
的
、
遐
相
的
な
面
に
於
て
把
握
し
、
進
ん
で
能
攝
藏
に
於
け
る
藏
義
を
通
し
て
そ
の
性
絡
を
向
上
的
、
往
相
的
な
面
に
於
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
攝
藏
、
能
攝
藏
に
於
け
る
能
所
の
關
係
は
、
辯
證
法
的
な
も
の
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
場
的
構
成
及
び
事
能
の
側
面
よ
り
言
ふ
な
ら
ば
、
複
素
凾
數
的
關
係
に
於
て
.
把
握
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
更
に
第
二
覆
隱
藏
に
就
て
は
、
佛
教
の
在
り
方
に
對
す
る
本
質
的
な
聞
題
に
通
す
る
内
面
性
を
胚
胎
す
る
も
の
と
し
て
、
之
れ
に
關
す
る
論
究
は
後
日
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今
は
至
應
こ
れ
を
如
來
、
衆
・生
の
兩
界
に
於
て
把
握
す
る
に
留
め
て
置
こ
う
。
即
ち
藏
を
如
來
界
に
約
し
て
把
握
す
る
場
合
は
・
「
如
來
自
隱
不
レ現
故
名
爲
レ藏
」
と
言
は
れ
る
如
く
如
來
自
ら
が
衆
生
の
煩
惱
の
申
に
深
く
沒
し
て
現
は
れ
ざ
る
も
の
と
し
、
亦
藏
を
衆
生
界
に
約
し
て
把
握
す
る
場
合
は
、
「
如
來
性
佳
二
道
前
一時
爲
二
煩
惱
一
隱
覆
衆
生
、
不
レ見
故
名
爲
レ藏
」
と
言
は
れ
る
如
く
、
衆
生
煩
惱
が
如
來
性
の
顯
現
を
阻
止
せ
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
。
從
つ
て
隱
覆
藏
は
、
衆
生
の
流
轉
が
如
來
に
依
止
し
て
ゐ
る
こ
ど
を
表
は
す
と
共
に
・
他
面
如
來
が
衆
生
に
隨
順
し
て
流
轉
し
て
ゐ
る
こ
と
を
論
く
も
の
で
、
現
實
流
轉
の
衆
生
の
上
に
眞
實
と
し
て
の
如
來
性
と
、
虚
妄
に
よ
る
煩
惱
と
が
不
帥
不
離
の
關
係
に
於
て
在
る
こ
と
が
看
取
せ
ら
れ
る
。
二
私
は
前
述
の
如
き
如
來
藏
に
關
す
る
拙
い
理
解
に
基
づ
き
、
無
量
壽
經
論
を
理
解
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
無
量
壽
經
論
は
it�
文
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よ
る
偈
と
散
丈
に
よ
る
長
行
と
の
二
部
に
於
て
構
成
せ
ら
れ
て
居
り
、
こ
れ
を
主
觀
的
に
み
る
と
、
偈
は
「
世
奪
我
一
心
歸
命
」
と
詈
ふ
、
世
親
自
ら
の
宗
藪
的
心
情
の
吐
露
に
始
り
、
そ
の
偈
丈
の
隨
所
に
見
受
ら
れ
る
願
生
の
心
行
を
基
調
ど
す
る
も
の
で
あ
り
、
・長
行
は
「論
日
此
願
偈
明
二
何
義
こ
に
始
り
、
「
略
解
レ義
竟
」
に
於
て
結
ば
れ
る
も
の
に
し
て
、
宗
教
的
理
性
に
基
づ
く
、
願
生
に
か
墨
は
る
心
行
の
過
程
を
論
證
し
た
も
の
と
理
解
せ
ら
れ
る
。
更
に
こ
れ
を
客
觀
的
に
み
る
に
、
偈
は
阿
彌
陀
佛
を
以
て
そ
の
主
宰
者
と
す
る
、
光
り
に
照
蓬
く
願
心
簸
の
淨
霜
を
、
長
行
は
止
觀
行
を
根
幹
と
す
る
淨
土
へ
の
往
還
の
行
路
を
読
く
も
の
と
理
簍
ら
れ
る
。
ζ
の
や
う
に
無
量
壽
經
論
を
構
成
別
る
偈
と
長
行
と
は
・
、
そ
れ
ぞ
量
ハつ
た
性
柧
に
於
て
把
握
せ
ら
れ
る
。
ゆ
最
初
に
偈
の
部
分
が
、
前
述
せ
し
所
攝
藏
的
性
格
に
於
て
把
握
せ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
や
う
。
抑
々
「
世
.舞
我
一
心
歸
二
命
盡
十
方
無
礙
光
如
來
こ
と
言
ふ
願
生
偈
の
劈
頭
の
偈
丈
に
於
て
、
そ
の
偈
全
体
の
性
格
を
讀
み
と
る
こ
と
.が
出
來
る
。
°即
ち
世
親
の
佛
に
對
す
る
純
・
情
な
る
歸
命
、
隨
順
の
心
情
は
、
隨
順
、
歸
命
せ
ら
れ
る
側
」
佛
に
於
て
自
ら
を
室
し
く
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
心
情
の
具
体
的
内
容
と
し
て
の
願
生
の
心
行
は
、
「
觀
二
佛
本
願
力
一
遇
無
二
室
過
者
剛」
と
言
ふ
佛
の
攝
取
不
捨
の
働
き
を
前
提
と
し
、
そ
れ
を
豫
想
す
る
こ
と
に
於
て
成
立
つ
も
の
と
し
て
、
佛
に
持
た
れ
る
攝
取
不
捨
の
働
き
に
對
し
て
受
動
的
た
る
を
得
な
い
。
言
ぴ
換
れ
ば
佛
の
本
願
力
、
大
慈
悲
な
る
働
き
に
於
て
偈
全
体
の
主
体
性
が
看
取
ら
れ
る
。
而
し
て
淨
土
は
十
八
圓
淨
の
世
親
釋
と
の
關
聯
に
於
て
蕩
唯
識
智
を
体
と
す
る
も
の
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
處
の
、
室
の
働
き
と
し
て
の
識
が
衆
生
を
救
ふ
r
大
慈
悲
と
し
て
あ
ら
は
れ
た
相
で
あ
る
點
に
於
て
、
願
心
莊
嚴
ノ
の
世
界
で
あ
り
、
そ
の
在
り
方
は
單
に
自
足
的
な
自
受
用
土
と
し
て
の
み
な
ら
事
、
他
受
土
用
と
し
て
彼
岸
よ
り
此
岸
ぺ
向
つ
て
の
慈
悲
の
功
用
を
主
体
と
し
、
そ
の
慈
悲
の
働
き
が
場
的
構
成
に
於
て
三
種
廿
九
句
の
莊
嚴
功
徳
と
し
て
現
成
し
た
も
の
乏
理
解
せ
ら
れ
る
。
言
ひ
換
れ
ば
・
大
慈
悲
の
働
ぎ
が
場
的
構
成
に
於
て
現
成
し
た
相
と
し
て
の
二
報
三
嚴
、
三
種
廿
九
句
の
淨
土
は
」
出
出
世
の
善
根
に
よ
る
大
慈
ノ
無
量
籌
經
論
序
詭
二
九
.
itlO
悲
の
世
界
と
し
て
、
救
は
る
べ
き
衆
生
を
豫
想
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
面
「略
論
二
入
一
法
句
こ
と
し
て
眞
實
智
慧
無
爲
法
身
を
体
と
す
る
處
に
よ
る
と
、
如
々
な
る
理
が
如
如
智
な
る
根
本
無
分
別
智
に
於
て
自
ら
を
顯
は
し
た
f
法
界
眞
如
の
所
顯
現
の
世
界
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
前
者
は
後
得
清
淨
世
間
智
に
於
て
、
後
者
は
根
本
無
分
別
智
に
於
て
あ
る
も
の
で
あ
り
、
前
者
が
後
者
に
依
止
す
る
こ
と
は
勿
論
で
は
あ
る
が
、
兩
者
は
そ
れ
を
貫
く
清
淨
意
欲
ー
願
に
よ
つ
て
統
一
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
一
つ
の
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
淨
土
は
能
攝
と
し
て
の
佛
に
持
た
れ
る
清
淨
意
欲
が
、
所
攝
と
し
て
の
一
切
衆
生
を
救
済
す
る
1
化
を
現
成
す
る
場
で
あ
り
、
淨
稜
と
し
て
相
反
す
る
兩
つ
の
も
の
を
結
び
つ
け
る
媒
介
的
な
存
在
と
し
て
、
そ
の
性
格
は
向
下
的
、
還
相
的
な
方
面
に
於
て
、
把
握
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
現
實
流
轉
の
衆
生
を
所
攝
藏
的
在
り
方
に
於
て
把
捉
す
る
乏
言
ふ
こ
と
は
、
能
攝
と
し
て
の
如
來
に
持
た
れ
る
無
倦
平
等
の
慈
悲
の
懐
に
抱
か
れ
、
救
済
の
場
に
列
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
現
實
流
轉
の
衆
生
は
、
「
如
來
佳
二道
前
門時
爲
二
煩
惱
鱒
隱
覆
衆
生
不
レ見
」
と
言
は
れ
る
如
く
、
如
來
に
於
け
る
所
攝
と
し
て
の
自
覺
の
鴃
如
に
於
て
、如
來
の
外
な
る
存
在
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
墨
る
現
存
在
と
し
て
の
衆
生
は
彼
此
、
迷
悟
の
對
立
意
識
、
井
に
彼
岸
へ
の
志
向
性
の
成
立
に
於
て
、
願
生
な
る
宗
教
的
心
行
を
發
起
す
る
の
で
あ
り
・
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
眞
實
歸
依
者
は
、
彼
岸
な
る
淨
土
の
主
宰
者
た
る
能
攝
と
し
て
の
如
來
に
於
て
發
見
せ
ら
れ
る
。
尋
い
で
長
行
の
部
分
が
、
前
述
せ
し
能
攝
藏
的
性
格
に
於
て
把
握
せ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
や
う
。
抑
々
長
行
の
部
分
は
、
そ
の
主
題
た
る
五
念
門
行
に
於
け
る
第
二
讃
嘆
門
の
相
應
、第
三
作
願
門
の
奢
摩
他
、第
四
觀
察
門
の
毘
婆
舎
那
及
び
、
偈
の
最
初
に
言
ふ
「
論
願
偈
總
持
も
も
與
佛
教
相
應
」
に
持
た
れ
る
意
趣
が
瑜
伽
を
意
味
す
る
點
で
、
瑜
伽
す
る
實
踐
的
主
体
と
し
て
の
行
者
の
自
主
性
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
瑜
伽
行
が
そ
の
原
語
よ
り
或
る
基
礎
に
結
び
つ
く
意
と
せ
ら
れ
る
か
ち
、
瑜
伽
せ
ら
れ
る
處
の
も
の
、
所
謂
對
境
と
し
て
の
二
報
三
嚴
の
淨
土
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
ぴ
換
れ
ば
長
行
の
部
分
は
、
五
念
門
と
し
て
論
述
せ
ら
れ
る
處
の
願
生
に
か
玉
は
る
心
行
の
過
程
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
心
行
は
前
述
の
偈
の
部
分
に
於
け
る
如
來
の
大
慈
悲
が
一
切
衆
生
を
救
済
す
る
と
言
ふ
彼
岸
よ
り
此
岸
く
の
働
き
に
對
應
す
る
も
の
と
し
て
、
此
岸
よ
り
彼
岸
へ
の
有
爲
の
願
行
を
意
味
す
る
。
帥
ち
こ
の
如
來
の
大
慈
悲
に
對
應
す
る
有
爲
の
願
行
は
、
如
來
藏
の
事
能
と
し
て
の
厭
機
欣
淨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
事
能
は
、
佛
性
論
卷
第
二
自
体
相
品
の
中
、
大
、悲
を
潤
と
し
、
如
來
藏
を
滑
と
し
て
論
れ
て
ゐ
る
如
く
、
如
來
の
無
倦
大
慈
悲
の
功
用
を
待
つ
て
働
く
も
の
で
あ
る
。
斯
樣
な
意
味
に
於
て
五
念
門
行
は
如
來
の
大
慈
悲
を
前
提
し
、
如
來
藏
を
そ
の
背
後
に
豫
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
實
踐
的
主
体
と
し
て
の
行
者
は
、
自
ら
行
ず
る
實
踐
に
於
て
凡
夫
よ
り
佛
へ
、
因
よ
り
果
へ
の
媒
介
的
存
在
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
自
ら
を
實
踐
の
場
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
・
帥
ち
「奢
摩
他
眦
婆
舍
那
行
成
二就
柔
輹
心
一如
實
知
二
廣
略
諸
法
こ
と
言
は
れ
る
こ
と
は
、
間
斷
な
く
生
起
し
、
動
搖
し
つ
貸
け
る
心
意
識
が
全
面
的
に
そ
の
活
動
を
停
止
せ
る
心
の
絶
對
罕
靜
に
於
て
、
淨
土
の
体
、
相
に
關
す
る
觀
察
を
成
就
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
所
執
能
執
と
し
て
顯
現
す
る
虚
妄
分
別
か
ら
根
本
無
分
別
智
へ
の
轉
換
が
看
取
ら
れ
る
。
斯
様
に
如
來
藏
に
於
て
必
然
果
を
豫
想
し
た
私
は
、
そ
の
果
位
に
於
け
る
如
來
性
の
因
に
作
用
す
る
こ
と
を
豫
想
せ
す
に
は
居
れ
な
い
。
即
ち
第
五
廻
向
門
に
「
不
レ捨
二
一
切
苦
惱
衆
生
こ
と
言
ふ
後
得
清
淨
世
間
智
と
な
つ
て
、
既
に
捨
離
せ
る
盧
妄
分
別
の
世
界
ー
如
來
の
外
な
る
世
界
へ
働
き
か
け
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
止
觀
行
を
中
心
と
す
る
此
岸
よ
り
彼
岸
へ
の
實
踐
の
究
極
的
歸
着
點
た
る
柔
輹
心
に
於
て
、
還
粗
な
る
新
た
な
實
踐
の
出
發
點
を
見
出
す
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
此
岸
よ
り
彼
岸
へ
の
實
踐
を
主
題
と
す
る
長
行
の
部
分
は
、
向
上
的
、
往
相
的
な
面
に
於
て
把
握
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
如
來
の
出
興
を
衆
生
に
於
て
求
め
ん
と
す
る
能
攝
藏
的
性
格
と
し
て
理
解
.せ
ら
れ
る
。
斯
樣
に
偈
の
部
分
を
所
攝
藏
的
性
格
と
し
て
、
ま
た
長
行
の
部
分
を
能
攝
藏
的
性
格
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
つ
た
性
格
に
於
て
理
解
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
偈
と
長
行
と
の
兩
者
は
そ
れ
ぞ
れ
獨
立
し
た
も
の
と
し
て
完
結
的
に
在
る
の
で
広
な
く
、
偈
の
部
分
の
主
題
と
理
解
せ
ら
れ
る
彼
岸
よ
り
此
岸
へ
の
無
倦
亭
等
の
慈
悲
の
働
き
は
、
衆
生
の
此
岸
よ
り
彼
岸
へ
の
實
踐
を
豫
想
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
亦
、
長
行
の
部
分
の
主
題
と
理
解
せ
ら
れ
る
此
岸
よ
り
彼
岸
へ
の
有
爲
の
願
行
は
、
彼
岸
よ
り
此
岸
へ
の
慈
悲
の
働
き
を
豫
想
す
る
も
の
で
あ
る
點
に
於
て
、
偈
と
長
行
と
の
お
の
お
の
に
持
た
れ
る
相
互
に
そ
の
方
向
を
異
に
す
る
爾
つ
の
實
踐
が
、
複
素
凾
數
的
關
係
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
。
斯
樣
な
意
味
に
於
て
無
量
壽
經
論
一
部
の
意
趣
は
、
そ
の
關
係
の
上
に
見
出
さ
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。
無
量
壽
經
論
序
詭
髀崗二
